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第11間衛生工学シンポジウム
2003.11 北海道大学学術交流会館

企画セッション

日本最大級の生ごみバイオガス化施設(高速メタン発酵施設〉の稼働を迎えて

JII嶋事治〈滝川市市民生活部〉

1 はじめに

中空知地域は空知地方の中{立にあり、北空知地域とともに、平成9年!こ策定されたダイオ

キシン類の削減を図る北海道のごみ処理詰域化計画では「中北22知ブ口ックJIこ位農伺けら

れましだ。その後、平成10年3月に中・北空知管内6市10聞による「ごみ処理広域拡検

討協議会」を設立し、平成11年3居に基本計翻を策定する中でごみ処理の広域化を推進し

てきましだ。

その結果、中・北空知を3ブロック〈砂JII帯中山の南ブロック2市3町、滝川市中山の中

ブロック3市2町、深川市中山の北ブ口ック1市5町〉に分け、百燃ごみを民間の蕗棄物i焼

却施設(エコバレー歌芯内〉に搬入するだめの中継施設と生ごみを処理するための生ごみバ

イオガス化〈高速メタン発酵〉施設をそれぞれ整備することになり、又南ブロックと中ブ口

ツクでは、リサイクルプラザち併せて整備すること!こなりましだ。

表-1 各ブロック分け

北ブロック:深J11市、 jE問時、妹背牛時、秩父別町、北竜町、現加内町

〈人口 43.ア00人〉

中ブロック:滝川市、赤平市、芦別市、新十津川町、雨竜町

〈人口 95. 600人〉

南ブ口ック:砂川市、歌芯内市、浦臼町、奈井江町、上砂川町

(人口 42. 400人〉

ここでは、本年8月から本格稼働を始め、家薩茶の生ごみ単独では日本初であり、規模で

は日本譲大となる中ブロックの中空知衛生施設組合の生ごみバイオガス化施設〈広域ごみ処

理施設「リサイクリーンJ内の1施設〉についてその概要を報告します。

2 導入の経緯

中・北協議会における広域化の検討の結果、理燃ごみは民間の廃棄物焼却施設〈エコバレ

ー歌志内〉で受け入れ処理されることになりましたが、その際、生ごみは地域事情や発需コ

スト〈エコバレー歌高内ではシュレッダーダストによるごみ発電を告い、その売電により収

支均能を翻る〉の関係から受入れ対象物から除外されることになっだため、別途処理が必要

となりました。

このため、中ブロック3市2町〈滝川市、赤平市、芦別布、新十津川町、雨竜司J)では、

それまで一般的であつだ生ごみの高速堆肥化処理では大量!こ発生するたい胞の利用先の確保
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が難しいことから、平成13年産から題庫補朗対象施設となったバイオガスプラントについ

て、器内の大手15社からプラントの仕療についてのプレゼンテーションを受け、最終的に、

埋立残;奮を極力減らすため発酵残}漬物を疋い肥として利用すること、エネルギーの有刻利用

を翻るためバイオガスとして回収したメタンガスを発電やボイラーに利用するとともに維持

管理コストの削減を図ること、放流水の水質規準を濃守するとともに臭気対策を十分を施す

ことなど、地域環境に罰慮しだ循環型社会にふさわしいものとして生ごみバイオガス化施設

の導入を決めまレだ。

3 施設の概要〈バイオガス化施設のみ〉

設霞揚所 :湾JlI市東滝川760番地の1

敷地蕗積 :約30.000m2 (3施設全体〉

建築仕様 :地下1階、地上2階建

延沫面積 :約5，300m2

発酵方式 :中濫発酵 (35
0

C)

施設規模 :処理能力55トン/日 (3系列〉

発酵槽 :ア00m3X3基

脱奥方法 :生物脱呉+薬液処理十活性炭

排水処理 :生物脱議議処理

放流水量 : 1 05m3/B OQJJII放流〉

発酵残漬利用 :脱水・乾燥後たい肥として利用

たい肥霊 : 4.6m3/日〈含水率40%)

だい肥保管 :袋詰め保管及びヤード堆積

発生ガス量 : 4，762m3/臼〈メタンガス濃度60%)

ガスホルダー : 1. 000m3X1基

ガスの利南方法:ガス発電及びガスボイラーの燃料

発電力襲 : 400 kW/h (80 kwx5基〉

発需方式 :ヂュアJレフューエルガスエンジン(鞍油とメタンガスの混焼〉

エネルギー強率:80% (需気35%十熱45%)

醤気の利用方法:i議内笹舟及び売電(北海道竜力〉

熱利用方法 :設備の加温、蝿内緩薦、揚内ロードヒーティング(夏季は揚内冷蕗〉

整備費用 : 2，940百万円 (3施設一括の施設費のみ〉

設計施工会社 :三井鉱山株式会社
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4 処理フロー

6 システムの特徴

(1 )異物除去

家庭から出る生ごみは、分別の徹底が大切ですので、 3市2町の住民!こ十分説明するこ

と!こしておりますが、それでも混入する異物は、生ごみを袋ごと破砕しだ後、パルパーで

水溶・撹枠し重量物を排路、その後マルチソーターで吏!こ軽量物を選出・除去する多段方

認を探用、軽量物は脱水後百燃物として処理することにしています。破砕された生ごみは

スラリー化されて司溶化槽へと運ばれ、メタン発酵槽にうつされます。

(2)メタン発酵

発酵方式は、出較的維持管理が容易であるといわれている中温発酵で、アOOm3の発

酵槽が3基あり、各槽内はガス圧による無動力撹枠方式により捜持されます。槽内での生

ごみの滞留日数は18日時となっています。
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また、玉ねをぎなど一部の生ごみは発醇への影響力T懸議されておりましたが、投入網整〈全

体襲の1割以下、期開の限定等〉により問題なく処理されております。

(3)ガス剥用

発生させだメタンガス誌、ガス発電と蒸気ボイラーの競料として和摺します。

発生させだ曙銭i法、メタン発酵施設のほか議内のリサイクルプラザや管理棟、中継施設

で利用することにしており、 1日400キロワットのフル持喝を行えば、年閤約2ア百万

円の電気代が車道減で宮ますが、軽油代〈デュアルエンジンのだめ〉や発電機の維持補修費

iこ約23百万円糧度かかるので、コスト剤巣はやや怪めです。今後、新エネルギー法の拡

充により自黙エネルギー由来の電力鱗入料金〈現告で塁間8.8丹、後題3.8月/kWh)

1Jt更にきiき上げられれiまと鑓持しています。

発需iこ利用しないメタンガス誌、ガスボイラーで璽j臨む併用利用するとともに、発電機

の廃熱やボイう一期をだい肥の乾操、議揚の冷房、冬季の口一ドヒーテイング!こ利用する

ことにしていを去す。

最も刻事的1J.ガス利用を行うだめ、 i態転管理でB中は5岱の発電機をフル使用し、硯間

iま2合運転、余剰ガスiま刀スボイラーで利用することにしておりますが、体B思議内施設

がほとんど穆欝惇止しますので、懇日6台の発電機を替{撃させ、発生させだ霊気iま全量北

電!こ務却することにしております。

(4)たい肥

残漬物についても、 i翠立物を極力j成日ずという観点から、発酵後の消犯汚j尼は、脱水・

乾操後熟成させ、だい胞として地域に選充しますが、把効成分の分析や護金罷試験、発芽

試畿を告し1、公共校野や家産菜醤、農家などに安おしてお用されるよう安全性の確保や畠

質管理を十分なおのにしだいと者えています。

6 おわりに

中ブEック3市2萄でId:広域{ちを進める中で、ごみの減翠{ちゃ資源リサイクんの推進、

鐘議室社会iこ15¥さわしいごみ態理コストの護課を留るだめ、施設整鑓と平告してごみ路建

手鼓料の有料化・従量制化!こ取り組んできました。この結襲、平成15年4月から〈芦郡

市は平成16年4月から)1袋80円〈大〉、 40円〈小〉の指定ゴミ袋による分別排出

を市民の協力・理解を得て始めること!こなりましたが、減舗の湖東は確実に現れ始めてお

りますので、錨設見学の機会があり悲しだら、建非お問い合わせください。

広域路運プラント「リサイクリーンJ1誌、中主主知鯖生施設組合が運曽しておりますが、

生ごみパイオガス生蕗設以外iこちりサイクんプラザや奇態ごみの中継蕗設が弊設されてお

り、平成15年8月に全ての施設が完成し稼働を始めまし足。場所iま滝川帯の郊外!こなり

ますが、近くには丸加高原の伝習館があり、春には菜の荷、税にはコスモスが咲窓乱れて

清清しい大自然の中にありますので、難非一度見学や視察にお越レください。お待お申レ

上げます。

-18-


